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こ
ど
も

教
　
育

　
　
２
年
度
分
の
税
の
徴
収

率
は
県
平
均
だ
が
、
滞
納
繰

越
分
の
徴
収
率
が
低
い
。
滞

納
の
累
積
は
、
処
理
の
困
難

へ
つ
な
が
る
が
、
滞
納
繰
越

分
の
処
理
の
考
え
方
は
。

　
　
複
雑
な
事
案
に
つ
い
て

相
続
人
や
時
効
等
を
徹
底
的

に
調
査
す
る
が
、
法
令
に
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
整
理
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

相
続
関
係
以
外
に
も
長
期
に

滞
納
さ
れ
て
い
る
事
案
も
あ

る
。
同
様
に
徹
底
し
た
調
査

に
よ
り
、
徴
収
あ
る
い
は
猶

予
、
執
行
停
止
、
欠
損
な
ど

の
処
分
を
進
め
て
い
く
。

　
本
年
５
月
か
ら
新
た
に
税

問答

　
　
滞
納
に
か
な
り
古
い
も

の
が
あ
り
、
不
納
欠
損
の
処

理
が
必
要
な
も
の
は
な
い
か
。

処
理
に
は
事
務
的
に
大
変
な

作
業
で
あ
る
が
、
積
極
的
に

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
古
い
滞
納
分
の
金
額
は

令
和
２
年
度
末
に
お
い
て
、

普
通
税
が
約
３
７
０
０
万
円
、

国
保
税
は
約
４
３
０
０
万
円

あ
る
。
平
成
22
年
以
前
の
も

の
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
３

５
０
０
万
円
ほ
ど
あ
る
。
こ

れ
ら
を
解
消
し
、
徴
収
率
の

向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
長

年
の
課
題
で
あ
る
。
昨
年
も
、

法
律
に
基
づ
い
て
古
い
も
の

は
整
理
す
べ
き
と
の
ご
意
見

も
い
た
だ
き
進
め
て
い
た
が
、

年
度
内
に
多
く
は
処
理
と
な

ら
な
か
っ
た
。

　
未
納
者
が
亡
く
な
っ
て
い

る
場
合
、
相
続
等
の
確
認
に

答

　
　
本
町
で
は
、
収
入
未
済

額
の
時
効
中
断
の
手
続
き
を

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か

伺
う
。

　
　
分
納
誓
約
ま
た
は
所
得

税
還
付
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

滞
納
分
に
充
当
す
る
な
ど
、

そ
の
都
度
、
時
効
の
中
断
に

つ
い
て
適
正
に
管
理
し
て
い

る
。

答

　
　
財
政
指
標
、
未
収
金
、

予
算
執
行
率
、
事
業
繰
越
等

ど
う
分
析
し
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
財
政
健
全
化
率
、
将
来

負
担
比
率
と
も
に
上
昇
し
た

が
、
新
庁
舎
の
建
設
等
大
型

事
業
に
よ
る
も
の
で
、
両
指

標
と
も
県
平
均
は
下
回
っ
て

い
る
。
収
入
未
済
額
は
保
育

料
で
一
部
あ
っ
た
が
、
全
体

的
に
は
納
付
さ
れ
て
お
り
、

町
民
の
納
付
に
対
す
る
意
識

答

　
　
動
き
の
な
い
基
金
や
少

額
の
基
金
が
あ
る
が
、
今
後

　
　
小
学
校
、
中
学
校
の
学

笑顔で対応する収納窓口の職員

輝くふるさと常任委員会

問

問

問

問

問

　
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（
鈴
木
満
委
員
長
）

は
、
９
月
７
日
に
各
会
計
の
２
年
度
決
算
の
審
査
を

行
い
、
予
算
が
効
果
的
か
つ
適
正
に
使
わ
れ
て
い
る

か
、
事
業
の
実
施
効
果
や
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
の
か

確
認
し
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

の
基
金
管
理
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
。
財
政
的
に
優
位
性

の
あ
る
基
金
も
あ
り
、
も
っ

と
有
効
的
な
活
用
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
設
立
当
初
の
趣
旨
や
そ

の
効
果
か
ら
、
変
更
や
廃
止

を
含
め
た
見
直
し
が
必
要
な

も
の
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
様
々
な
検
討
を
行
い
基

金
の
有
効
活
用
を
図
り
た
い
。

答

や
理
解
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
予
算
執
行
率
は
、
昨
年
度

よ
り
改
善
、
国
の
予
算
の
関

係
で
年
度
繰
り
越
し
と
な
っ

た
事
業
も
あ
る
が
適
正
に
整

理
さ
れ
て
い
る
。
庁
舎
や
大

橋
の
建
設
等
ま
ち
づ
く
り
の

基
盤
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
進
め
な
が
ら
、
安
定
的
な

財
政
の
維
持
に
努
め
た
い
。

務
事
務
専
門
員
を
配
置
し
、

こ
れ
ま
で
処
理
が
難
航
し
て

い
る
滞
納
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
を
強
化
、
加
速
す
る

と
い
う
考
え
方
で
体
制
も

と
っ
て
い
る
。

　
　
納
付
し
た
人
と
の
公
平

性
も
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
か
。

　
　
平
成
30
年
か
ら
延
滞
金

の
適
切
な
徴
収
を
進
め
て
い

る
。

　
　
県
平
均
並
み
ま
で
徴
収

率
を
上
げ
な
い
と
、
自
主
財

源
の
確
保
も
難
し
い
。
目
標

を
持
っ
て
対
応
、
職
員
へ
の

指
導
を
し
て
い
る
か
。

　
　
現
年
分
の
徴
収
を
優
先

し
て
お
り
、
本
年
度
は
、
滞

納
繰
越
分
の
処
分
を
進
め
、

徴
収
率
を
上
げ
て
い
く
予
定
。

問答問答

毎
年
春
の
徴
収
対
策
本
部
会

議
で
、
目
標
を
立
て
て
い
る
。

時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。

　
　
町
民
税
等
の
２
年
度
分

の
不
納
欠
損
は
、
９
件
で
８

万
１
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

不
納
欠
損
に
至
っ
た
理
由
は
。

　
　
町
民
税
の
う
ち
29
年
度

の
１
件
は
死
亡
者
案
件
、
相

続
人
全
員
の
相
続
放
棄
が
確

認
で
き
て
の
即
時
欠
損
で
、

22
・
24
年
度
分
は
所
在
不
明

に
よ
り
催
告
や
納
税
相
談
の

折
衝
が
確
認
で
き
ず
、
徴
収

権
が
消
滅
、
時
効
と
な
っ
た
。

問答力
の
関
係
に
つ
い
て
、
全
国

や
県
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

現
在
の
町
内
の
授
業
づ
く
り

は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
指
導

し
て
い
る
か
。

　
　

本
年
度
の
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
結
果
は
ま

だ
届
い
て
い
な
い
。
昨
年
度

は
コ
ロ
ナ
禍
で
調
査
は
中
止

と
な
っ
た
が
、
本
町
は
自
主

的
に
全
小
中
学
校
で
実
施
し

た
。

　
そ
の
結
果
と
分
析
に
よ
り
、

場
面
の
状
況
を
自
分
事
と
し

て
捉
え
、
見
通
し
を
持
ち
適

答

切
に
知
識
・
技
能
を
活
用
し

考
え
を
進
め
る
力
や
、
自
分

の
考
え
を
相
手
に
わ
か
り
や

す
く
工
夫
し
説
明
す
る
力
に

課
題
が
あ
る
と
捉
え
た
。

　
問
題
発
見
・
解
決
能
力
の

育
成
の
た
め
本
年
度
か
ら

「
く
ず
ま
き
創
造
学
」
と
名

付
け
、
総
合
学
習
な
ど
の
中

で
、
葛
巻
の
人
的
資
源
、
自

然
環
境
、
歴
史
、
文
化
等
を

題
材
と
し
た
学
習
を
取
り
入

れ
、
町
の
次
代
を
担
う
人
材

育
成
の
取
り
組
み
と
し
て
各

学
校
で
実
践
し
て
い
る
。

賛
成
討
論
　
　『 

健
全
な
財
政
運
営
を
評
価 

』

　２年度一般会計と特別会計の歳入歳
出決算を認定することに賛成する。
　２年度は新型コロナウイルス感染症
の拡大により国内外を問わず感染症
対策に追われ、町民の生活はもとよ
り雇用や経済に大きな影響が出た一年
であった。各種事業の中止、規模縮小、
事業実施方法の調整などを余儀なくさ
れ、当局は多大な苦労があったと思う。
　町の最重要課題である人口減少対策
については、対面型の移住定住イベン
トの開催が難しい中、インターネット
を活用したオンラインイベントへ切り
替えて実施するなど、コロナ禍の状況
下においても町の認知度の向上や移
住・定住に向けた取り組みを引き続き
実施している。
　町債減債基金や公共施設等整備基金
を活用し、町債の繰上償還等を実施す
るなど、将来の財政負担の軽減を図り、
先を見据えた財政健全化の取り組みに
努められている。
　新型コロナウイルス感染症の影響に
より、国の財政状況が厳しい中、地方
財政を取り巻く状況は、余談を許さな
い状況が予想されるが、引き続き、健
全で持続可能な財政運営に努められる
よう期待する。
　一般会計は各種事業が効率的・効果
的に執行されたことを評価する。
　特別会計は、それぞれ趣旨に沿った
執行がなされていると認められ、所期
の目的が達成されている。（要約）
　■反対討論なし

辰柳敬一
議員

議
会
活
動
報
告

盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
議

会
臨
時
会

【
期
日
】
９
月
28
日

【
場
所
】
八
幡
平
市
役
所

【
出
席
者
】
近
藤
聖
議
員
、

山
崎
邦
廣
議
員
、
姉
帯
春

治
議
員

【
議
案
】
条
例
改
正
１
件
、

補
正
予
算
１
件


